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0
幣

»

行
法
に
於
て
、最
高

■

■
 

制
限
法
に
據
り
、隨
時
必
要
に
應
じ
で
、紙
幣
の
被
行
制
限
額
を
擴
張
す
る
の
方
針
に
出
？

九

.

百

六

年

一

月

以

來

3£
十
.八
：億
法

(

英
貨
.
換
算
.
a

億

三
^

1

4

.两
萬
_
勝)

を
：制

限
$
 

^

>作
る
に
、千
.
.九
_

:

.

: 

' 

.
, '

■

.

 

:
. 

.:
■' 

.

.
第
，十

畚(

四〗

九
} 

_

說

免

換

制

度

办

诤Jh
と
復
興 

笫
四
铖 

芄



準
®
 

.

.へ四
1
ー〇)

論

靴

免

換

齬

度
S

.1
H

と
復
興 

婼

四

號

U
、
 

十
ニ
年
十
ニ

.
月
に
至
り
、六
十
八
億
法

(

英
貨
換
箅
ニ
億
七
千
ニ
西
萬
破

)

に
懷
張
せ
ら
れ
た
る
こ

‘ 

V
J

風
っ
て
力
ぁ

.cs

 

S

す
可
し
。露
西

®

,

銀
行
'
.の
，紙
幣
發
行
高
が

.
JE

貨
準
備
ど
共
に

‘

殆A
j

同
一
の 

額
を
以
て
、增
加

し

，た
る
は
、同

國

の

紙

幣

發

行

法

が

紙

幣

發

行

高

六

億

ル

—

ブ
ル
以
內
の
；r
c

き
. 

R

は
其
半
.
額
、に

當

る

芷

貨

を

準

備

と

し

、六

億

ル

ー

，フ
ル
を
超
過

す

る

部

分

：に
對
し
て
は
、其
4

 

過
额
ビ
同

I

の
正
貨
を
维
備

V
J

す
る
の
規

.
定
ぁ

:!
)
:
、而
.し
て
.
同
銀
行
從
來
の
方
針

V

J

し
て
、®
幣 

發
tj

高
と
相
等
し
き
芷
貨
準
備
を
所
有
す
る
方
針
を
藏
す
る
が
爲
め
な

.る
可
し
。獨
逸
帝
國

J

.
 

行
の
正
貨
準

.
備
が
殆
ど
二
倍
に
增
加
し
た
る

I

九
W

六
年
以
來

0

銀
行
が
孜
々

i

し
て
、正

. 

货
幕
懷
の

.
吸
收
に
努
力

.
し
た
る
結
果
に
し
て
、

(

3

千
九
百
六

年

ニ
月
の
法

#

を
以
て

®

國
S

 

の
發
行
す
る
紙
幣
の
额
面
西
馮
克
な

&

し
を
低
下
し
て
、額

商

五

十

幷

に
'
ニ
十
馬
党
の
紙
幣
を
，
 

發
行
す
る
特
權
を
赋
與
し
、

(

ニ)

同
年
七
月
帝
國
政
府
紙
幣
發
行
に
關
す
る

.

規
定
を
改
正
し
、從

K
 

二
.

十
幷
に
五
十
馬
克
を
額
面
ミ
し
た
る

'
同
紙
幣
の

M

低(

限
度
を
十
馬
克

i

.L

、

(

三)

千
九
.
百
九
年

. 

六
月
の
帝
國
銀
行
法
改

IE

に
於
1

同
谶
行
紙
幣
に
法
貨
の

I

を
認
め
、

(

四)

帝
：國
銀
行
は
目
煎 

i
於
け
る
多
少
の
損
失
を
賭
し
て
、金
地
金
を
•一

 

封
度
.に
付
き

：

一
千
三
百
九
十
||馬
宽
以
土

0
 

價
格
を
以
て
：買

.
入V

れ
、S

)

帝
國
銀
行
が
金
地
金

•

外
國
•よ
，̂
輸
入
す

.
る

者
に

0
し

1

1

刺
子

f

 

M

出

金

を

爲

す

期

限

を

漸

，次
®

®

以
で
、近
年
六
週
間
の
，永
ぎ
は
：■至
•

&

し
め
た
る
が

#」

き
、何
れ
i

.
 

帝
國
銀
行
の

JE

貨
準
備
增
-殖
に
與
つ
て
力
ぁ
れ

V

る
所
-

す
可
ぐ
、英

_

■©
»

政
' 

家
又
は
鈒
行
<家 

の
如
.
き
、時
に
公
會
‘の

席

上
.

に
.

於
て
此

_

實
を
指
镝
し
て
、̂

蘭
爆
行
苹
貨
準

.
備
增
加
の
勢
の

^

 

£

及
ば
ざ

る

こ
i

を
說
き
、以
て

.
國
民
を
警
醒
す
る
の
資
料
に
充
て
れ
る
が
如

^

と
雖
も
、必
ず 

3

も
實
際
上
に

.

反
響
を
及
ぼ
す
も
の
大
な
ら
ざ
り
き
。

斯
©.

如
^

歐
洲
諸
國
中
央
妞

«

の
.芷

貨

準

備

は

其
絕
對
數
に
於
て
增
加
し
、英
蘭
鈒
行

#

に
 

獨
逸
帝
國
銀
行
の
正
貨

.
準
備

K

至
つ
て
は
、
®

fc

絕
對
數
に
於
て

0-

み
な

:&
■
;

中
、紙
幣
發
狩
高
に 

對
す
る
比
率

.
に
於
て
亦
增
加
し
、殊
に
後
者
の
增
加
率
の

-
著
'
.ん

就

て

«

、人
目
を

*

彳

に
足 

る：も
の

ぁ

A
OBI
J

ち
此
事
た
る
、諸
國
の
中

*

银
行
.
' が
兌
換
制
度

.の
#

軍

，せ

ギ
る
可
か
ら
ざ
る
所 

以
を
理

解
し
、其
維
持
擁
讒
■に

麴
蚤
の
エ

窳

を
凝
し
た
る
も
の
名

_

む
' 

可
し
•旣：

に
然
る
以
上
'は 

內
國
に
恐
慌
襲
來
し
、國
際
間
に
戰
爭
勃
發
す
る
も
、諸
國
の
凳
換
制
度
は
能
ぐ
爲
め
に
生
ず
る 

鐵
動

it
ff
i

へ
て
、安
全
に
維
持
せ
ら
る
可

^0

こ

V
J
'、
1
.

般
の
想
像
し

.

^

.る
所
な
る
に
拘
は
ら
ず
、之 

を
，事
實
に
徵
す
る
に
4

.

咋
年
.七
舟
卞
铺
歐
洲
諸
國
の

.
抽
に
於
け
る
外
交
上
の

.
風
雲
漸
く
急
な

.

. 

.る

.や
、
求M

戰
爭
の

_

始

せ
|

れ)

ざ

る

間

极

、
請

國

；
の
，
中

来

銀

行
は

皁

彳

兌

換

制.
度

を

'停
-1
1
1し
て
.、

谘

十

猪

(

四
一
二

)

論

說

.

せ
換
制
度

^
掙

JS
:と
復
興

 

#

㈣镌

■

七



銷
十
,

(

四
ニ
ニ〕

t

 

^

兌
換
制
度
の
停
出
と
復
興

 

辦

四

號

八

不

換

'紙
幣
を
流

I

る
の
舉
に
出

で
、
兌
換
制
度
を
繼
鑕
す
る
は
、織

^

-

の
英
蘭
鈒
行

ぁ
る
の 

み
ポ
：換
紙
幣
の
流
通
に

#

I

害
は
諸
國
が
從
來
の
實
驗
；に
於
て
親
し
く
知
る
所
代
し
て
、從 

來
兗
換
锏
度
の
卞
に
多
額
の
正
貨
準
備
を
吸
收
菩
猜

C

た
る
眞
意
亦
不
換
紙
幣
の
流
通
を
避 

く
る
の
目
的
に
存
す
る
も

.

の
S

す
れ
ば
、開
戰
の
間
際

^

吸

ん
i

々

,
0

し
て
兌
換
制
度
を
停 

止
し
た
る
は

'
即

ち
承
.

生
正
貨
準
備
を
蓄
積
.し

た

る

效

果
士
沒
却

し
、求

め

て

不

換
紙
幣
流
通
の 

狀
態
を
促
じ
た
る
も
の
ど
云
は
ざ
る
可
か
ら

.

ず
。諸
國

R

於
て
從
來
舜
換
制
度
を
尊
重
し
た
る 

事
踏
ょ

i

は
ん
か
、諸
國

I

令
ひ
大

g

s

際
曾
し

.
5

民
經
濟

に
、國
家

財
政
に
波
瀾
の 

重
？

る
.

も

Q

 

t

為

間

S

し
S

換
制
f

 

S

し
、紙
幣
發
行
高

S

加
す
る

5

 

に
正
貨
準
備
の
取
付
に
邀
ひ
、事
實
兌
換
制
度
を
維
持
す
る
能
本
に

2

し

き

1:
至
る
ま
で
、之
を 

維
持
す

る
？

 

£

何

な
る

f

t

辭
I

る
も
の
と

.解

た

る

に

、
I

に
は
開
戦
、
 

前
少
許
の
疋
貨
準
備
取
付
に
接
す
る
や
、未

’
だ
紙
幣

0.
增
發
甚
だ
し
か
ら
ざ
：る
の
時

.に
、免

換
制 

度
を
停
止
し
た
り
。

斯

弘
如
き
は
.恰

も

國

寧

萬
-

の
：事
變
k

;

備
ふ
.る
爲

め
に
、
I

を

擴
振
し
、
场 

長
武
器
を
充
實

し

な

が
I

端
の
生
ず
る
に
及

$

、未
だ
、
'
一
兵
を
>

交

ゆ

る
に
至
ら
龙
し
て
、
 

和
を
歸
ヤ
る
ビ
同
じ
く
、正
货
準
備
を
以
て
、ム
箇

.の
裝
飾

.物

t

同

.〗
1

し

た

、る

の

觀

ゐ

ベ

る

を

.免

y
-n
:t
.
'l
l

'

-'t
>

欺

，
洲

大

陸

：
諸

，
國

' 

.の

.
中

央

銀

行
M
.
.
.兌
換
：.制
.
.度
を
.
.
.停
>
止
/

^

:

^

.る
事
耀
を
■.
見
.
を
'

^
、露
西 

is
,

行

は
^

九
.：白
十
四
，年

八

月

五

日

緊

急

處

分

牟

し
.
て
.
：兌
換
を
停
減
し
、佛

蘭
W

銀

行

部

同
3
 

を
以
て
紙
幣
の
兌
換

_

務
を
.
免
除
せ

.
ら
れ
、獨

逸

帝

國

銀
'
行

は

七

月

三
.+I

'

日
，以
後
全
然
兌
換 

を
行
は
ず
、八
月
四
日
の
法
律
を
以
て
•兌
換
義
務
を
免
除
せ
ら
る

 

>

ビ
共
に
、旣
往
の
處

S

に
就 

て
法
律

^

の
追
認
を
得
た
る
次
第

.
な
り
。固
ょ

力

開
_
前
諸
國
の
中
央
銀
行
が
疋
貨
準
備
に
取 

付
を
受
け
た
る

.

は
.
事
實
に
し

-

で
.

.f

開
戦
の
後
に
於
て
は
、羅
に
人
民

‘

が

金
貨
を
保
藏
し
て
、他
日
の
. 

用
に
供
へ
'ん
$

す
る
が
，爲
め
に
、取
付
の
.

勢
を
甚
が
し
#
ら
し
む
る
に
至
る
こ
ビ
も
、想
像
に
上 

れ
名
所
.な
火
然

も

前

記

の

，一

如

た

諸0.
0
の
正
貨
準
镩
に

t

て
，
®

富
な
る
以
上
は
開
戰
前
後
の 

正
貨
取
付
を
以
て

^

で
、
直
に
兌
換
制
度
の
基
磯
に
動
搖
を
來
す
の

.

恐
な
き
に
拘
は

&

ず
、兌
，換 

を
停
也
し
れ
る
は

.
羅
，竟

左

の

如

き

理

由

に
$

<

名
め
必
推
測
す
ぎ
を
得

'
べ
し
。、

第
，モ、諸

0
は

斯

ぐ

急

速

に

‘兌

換

制

度

を

停
.1
1
:
.し
、紙
幣
增
發
の
爲
め
に
、茈
貨
準
備
の
外
國
に 

驅

逐

せ

ら

る

、
を

防
^

し
、#

換
停
池
、不
換
紙
幣
流
通
の

1>

ね
於
*

、尙
，ほ
多
年
菩
猜
し
れ
る 

正

貨

準

備

を

擁

譏

す

.る
パ
を
期
し
た
る
こ
^

.0
'

.

'
,

‘

第

，ニ

，
斯

ィ

疋

.

.貨
»

備
を
.
擁
»

し
、其

外

國
^

欺

逸

：
す

る
.
.
.
.を
：防
ひ
で
、̂
.

央
娘
行
：自
も
.
之

を

.陳

持

锒

十

煺

(

四
ニ
三)

' 

論

貺

兌

‘
換
制
度
の
侈
止
ど
復
興 

'
 

第
四
號
.,
九



.镦

十

钫(

四
！园)

ノ

腧

說

兌

換

制

趣

の

侈

也

と

復

興

 

齡
袖
锶 

【
0

す
.
る
芩
き
は
、*

換
紙
幣
、の
增
發
せ

0
^
>
は
'#
k

 

♦

す
，■其
.一
流
通
價

■
格
^

或
る
程
度
に
，於

^

 

維
#

す
^

を
得
备
こ

i

o

第
三
、斯
ぐ
正
貨
準
備
を
擁
證

.
す
，れ
ば
、他
.
日
.
兗
換
刺
權
を
復
興
せ
ん
ビ
す
る
場
合
に
、其
擧
を 

容
易
な
ち
し
め
、又
兌
換
制
度
の
，近
き
將
來
に
復
興
せ
，

'
6

る
人
.
'rr

事
は
世
人
を
し
て
不
換
紙 

幣
に
對
す
る
不
信
の
念
を
薄
か
ら
し
：め
、以
て
第
二
の
作
用
を
助
長
す
る
を

.
得
る
こ
ビ

、

'

.

固
ょ
り
以
上
の

1

二
筒
條
は
吾
輩
が
机
上

.

に
於
て
漫

R

;

下
し

た
る
，
斷
案
に
し
て
、歐
洲
大
陸
賭 

國
中
央
銀
行
當
局
潜
の
発
換

fl
l

皮」

を
急
速
に
停
止
、し

n

る
眞
韋
一
を
穿
ち

#

た
る
'
も
の
な

P
や 

否
や
之
を
知
る
舱
は
中
、又
假

.に

.
當
局
者
の
意
見
斯

0

如
ぐ
な
，£

>

し
と
す
る
も
、以
上
'の
如
き
見 

解
の
下
に
、疋
貨
準
備
の
尙

a

®
@
な

る

_
時
£

痛
換
停

.
止
‘
を
斷
.行
：す
：る

政

策
0

可
哲
は
遽
に
之 

を
論
‘斷
す
可
炉

&

ざ
る
.

も
0

あ
~

&
。思
ふ

/

^

歐
洲
戰
爭

0

終
熄
す
る
時
期
如
何
に
就
て
は
當
初 

ょ
&

交
戰
諸
國
の
間
に
明
確
な
、る
鄭
輝
；の
缺
く
，る
も
：の.あ
々
し
は
之
を
爭
ふ
可
炉
ら
ず
數
箇 

月
め
間

£

は
一〕

年
內
外
を
期
し
て
、其
結
末
を
吿

C

る
も
の
な

&

ん
か
、諸
國
の
中
央
錁
行
は 

或
は
兌
換
制
度
の
維
持

^

«

:

:へ
得
た
る
も
、

」

年
半
を
經
過
ず
ヱ

^

は
に
於
て

^

だ
終
肩
.に
達 

せ
中
、今
後

0
成
行
測
ヴ
知
多
可
か

&

ざ
-

る
の
狀
を
以
％
し
ぬ

.
は
、諸

'
國
が
假
令

.
ひ

-
昨
年

當
初

^

於
て
兌
換
鄭
度
；を

*

.

持
し

t?

す
る
'
,も
、
*

後
ド
於

^

早

魄

意

髮

停

典

せ

ざ

灸

可

rl 

&

ざ

る

の
0

、狀
；に
陷
办
、正
.
貴

を

驅

，逐
し
、兌

換

の
®

興
：を
_

難
_

^
&:
.
し
，め
戈
不
換
紙
幣
：

流
«• 

愤
格
に
今
日
以
上

0

®

落
を
招
く
の
運

4

を
免
か
，れ
ず
。此

點

ょ
>
9
.攻

鄉

す

る

f
r
‘

は
、諸
國 

開
.
戰

當

初
JE

貨
«

備

擁

譲

の

風

地

ょ

り

、正
：貨
*

働
の
®

富
な
る
際

_

に
、戰
爭
の
瞻
日
彌
久
を
寧 

し
て
、及
換
停
止
の
舉
に
：出
て
ね
る
も
の
ざ
す
れ
ば
、

1

箇
の
明
斷
知

.
る
を
失
は
ず
。然
も
開
戰
當

. 

初
人
心

.
惶
惑
し
‘つ
 

>

ぁ
り
れ
る
際
：，請
國
の
當
局
者

^

冷
靜
に

i
®

局
の
：收
拾
速
か
.
な
&

ざ
；る
ァ
> 

y
j

を
察
し
.

て
、兌
：換
制
度
の
■

處

理
R.

斯

る

解

決
^

與

へ
^

る

も
Q

な
4

か
、將

た

又

-
,國

に

兗
換

.
 

停
Jh

の
擧
.?>
.

る
に
傚
：ひ
て
、自

國

も

亦

之

に

肓

從

し

れ

を

も

の

：な
る
.：か
、遽
に
'
知
.

る
.

能
は
ざ
る

.
-
0

, 

情
.

*

り
.

^

.す
。
 

ノ

;

;

 

'英
隳
銀
行
の
兌
換
制
度

 

:

英

蘭

銀

行

は

他

の

交

®

請
國
0

中
央
銀
行
が
■

<

兌
換
制
度
を
停
止
し

.
た
.
'る
間
に
於
て

獨
’ 

り
之
を
繼
績
し
、今
日
に
至

&

^

毫
も
渝
义
所
办
る
を

.
見
ず
。此

-

¥

«

英
國
並
に

.
英
蘭
銀
行
の 

■
負
す
る
：所
に
し
て
、聯
合
諸
.
國
の
爲
め
に

.
、中
立
諸
國
に
對
す
る

'金
..

貨

挪

の

，
債

務

決

濟

，を

確

寫
 

に
し
、算

英

國

自

身
0

«'
.
.用
を
.
維
#

す
‘

の
4

‘
.な
|

^

、戰
後
：は
.
.於
^

.
世
界
。金
：融
_

0

:中

心

市

場

れ 

，第

十

饴

(

四
1

5)

論

說

義

邮

度

の

俘
11
*
ビ
復
.興
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四
挪 
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說
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制

度
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停
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物

號
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'

る
地
位
を
保
留
す
る
に
資
す
る
の
效
果
少
な
か
ら
ざ
る
や
論
を
俟
れ

t
0
れ
ど
も
英
國
兌
換 

制

.«
:0

運
用
せ
，ら
る

hメ
狀
況
を
見

^

、に
.
決
し
て

.举
峙

に
於
け

や̂

外

に

m
.
れ

る

諸

般

の

事

情

，に
應
じ
て
、特

殊
0

施
.
設

を
«

み
、依
.

て
：..以：

て
兌
換
制
度
.
を
雄
持
し】

つ 

^

る
.
の
事
實
は
之
'
を
掩
、ぅ
.可
.
か
.._ら
..
t'
®
.ト/

英

蘭
M

行

が

ギ

八

茛

四
.+
4

年

、
千

穴

：西

：

五
：
十

七

年

並

に

：
千

八
W

六
十
六
年
の
三
囘
に
於
て
、
 

條
例
停
止
の

.®

許
に
依
て
、保
證
準
備
法
定
制
限
外

.，發
行

0

特
權
を
收
め
、此
內
千
八

W

五
十
七 

年
に
は
現
實
に
制
限

外

發
.
行
を
行
ひ
て
、時

.
の
'

事
變
に
臨
み
た
る
は
、世

A

の
知
る
所
な

i
0
し 

て

1

昨
年
の
開
戰
當
時
に
於
：て

.
は
、英
蘭
銀
行

«

.

制
限
外
發
行

0

勑
許
を
求
，め
ず
、八
月
六
日
公 

布
の
通
貨
並
に
龈
行
紙
幣
法
第
ー
ゴ
條
に
於
て
、英
蘭
銀
行
は
法
定
；制
限
外
に
紙
幣
を
發
行
す

••
■?
>
 

Q

自
由
を

#

,

た
る
に
拘
は
ず
、敢
て
之
を
實
行
す

.，る
に

.蓮
ら
ず
、之
を

.
實
行
せ
ざ

K

y

し
は
、同
^
に 

於
て
政
府
紙
幣
の

#

行
せ
ら
れ
た
る
の
結
集
に
外
な

S

ざ
る
こ
と

:

一
般
の
了
解
し
た
る
所
な 

り
き
。然
る
に
昨
年
十

1

、月
上
旬
英
國
政
府
，

.の
公
表

b

k

る

文
書
，
に

據
れ
ば
，千
九
西
十
四
年
八 

月

一

日
英
蘭
銀

.
行
は
，銀
行

«

例
'の
停
±

、制
限
外
發
行
の

.
許
可
を
求
め
、政

府

も

直

：に
之
，を承

！！

 

,
七
‘

れ

る
の

事
實
明
暸
.

i
瀉
：れ
：4
。當
時
政
府
並
.に

英

蘭

鍊
行

0

間
'に

#♦'復
4

ハ
ら
れ
た 
'る
文 
'書

左

m m -'：

s

 

如
し

，0
-
:
:■,
:

: 

: 

I
,
.
;

''
,
.
,
- 

.

•ぐ

■ 

• 

:

-

卜 

.

一
九
.

i

四

年

八

月

4
'
.

日
付
大
藏
矢

®

に
宛
て
英
籣
銀
行

(

の
：發
し

fs

な
#;

面

り

-

:

英
蘭
餵
行
は
歐
洲
强
國
の
ニ
筒
以
上
に

'
起

ら

ん
ふ
.す

る

戰
爭
の

M

*

、PJ
銀
^

が
異
常
の
救 

肋
を
求
め
ら
れ
つ

.

:>
ぁ
る
.
事
實
を
軟
府
に
申
舍
す
る
を
以

.て
*

義
務
な
る
こ
と
を
信
ず
。英 

蘭

銀

行

は

紙

往

五

日

.間
銀
行
、手

形

仲
1

業
潜
並
に
商
人
に
.對

y

、公
債

^

替
手
形
等
を
.撳
保 

立
し
て
、こ
千
七
百
萬
磅
以
上
の

*

金
を
融
通
し

•

れ
ゝ
。是
れ
英
蘭
銀
行
の

.
貨
付
i

し
て
^

前 

.
の

金

額

を

以

て

見

：る
‘，可

く

'
此
內
の
若
于
額

が

地
方
に
送
付
せ
ら
れ
た
る
や
は
當
面
の
問

®

 

に
大
な
る
關
係
ぁ
办
と
雖

も

、
0
て
の
要
求
に
應
す
る
に
充
分
な
り
し
を
疑
は
ず
。

今
朝
英
蘭
銀
行
は

.i

千
七
百
四
十
ニ
萬
磅
の
支
拂
準
備
金
を
擁
レ
て
、營
業
を
開
始
し
れ
る 

が
、取
付
の
勢
甚
だ
急

fc

、し
て
、各

支

店

に

於

て

所

有

す

.る

も

め

を

»

酌
す
る
も
、夕
刻
に
於
て 

之
を
一
千
.一
西
萬
碌
に
維
持
す
る
を
得
る
や
、测
り
知
.る
可
か
ら

^

。今
日
ま
で
英
蘭
銀
行

»
 

救
助
に
對
す
る
要
求
の
適
當
な
る
も
の
は
、之
を
拒
否
せ
ざ

J

し
ど
雖
も
、準
備
金
に
對
す
る 

取
付
の
惫
な
る
こ

i

、斯
の
如
く
な
る
以
上
は
、ほ
律
に
許
容
せ
ら
る
、

■
制
限
を
超
過
し
て
、證 

勢
に
對
す
.石
紙
幣
を
發
行
す
る
許
可
を
得
る
に
非
ざ
れ
ば
、®
に
我
國
の
商
業
に
供
ふ
る
に

,

想
十.盤

(

四
ニ
七

)

，論

餽

梵
換
制
度
の
傳1{
:

と
馍
興 

第
四
，雜 

W:H
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必
释
な

(

る
融
娵
参
制

'
限
.％
る
'

の
/
狀
、81
ほ
 ̂

‘

::
.

,

v

.

:

f

:

.

'

■

右
じ
對
す
る
總

3

_

率
_

に
-

大
藏
大
电

©

:
询
餐
八
月

4

;

日
'

#)

'
 

'.

吾
人
は
英
蘭
銀
行
が
歐
洲
，

.
爾
國
の
ニ
；筒

以
Jb

に
®

ら
ん
；i

す
る
：戰
#

の
結
果
方
に
蒙

P
つ 

、
ぁ
る
異
常
の
要
求
を
叙
述
し
れ

$

.

太
藏
大

®

宛
本
、日
付
書
面
を
受
領
し
た

&

。斯
る
：狀

_

 

の
下
に
於
て

は
、政
府
は
，英
蘭
銀
行
に
し

^

適

當
な
る
商
業
の
要
求
に
應

す

る

爲
め
、承
認

甘
. 

ら
れ
.れ

る
.0
券
に
對
し
て

、
®

付
鞞
引
を

.
爲
し
^

め
に

法

定

の
制
PK

以
上
に
紙
幣
を
發
行
す 

る
の
必
要
に

#

し
れ
6
 

&
す
れ
ぱ
、典
起
れ
る
に
隨
つ
て
此
必
要
に
.應
ず
可
く
、其
場
合
に

fi 

.

.
政
府
は
議
倉
に

.
承
認
を
求
む
る
こ

S

を
誤
ま
ら
ざ
冬
可
し

。
、

斯
る
割
，引

並

に

貸

付

淡
-~
.
>
.割
以
下

0

步
合
を
以

.

て
、其
，行
.

は
な
：
 

>

,
钇
許
か

'
ず
、政

府

は

必
.喪
を
：

メ
 

•

認
む
る
場
合
に

.

は
、右

以

上

の

.

步
'
合
を
課
す
を
こ

€
を
勸
吿
す
可
し
。斯
る
發
行
を
爲
す

，j 
i

 

に
依
て
、英
蘭
銀
行
の
蒙
る
危
險
、費
用
並
に
手
數
に
對
す

る

公

JE
-

な
4

料
金
を
見
積

6

、之
：
#
,
- 

柊
除
し
た
る
貸
付
余
刺
益
の
殘

.
額
は
總
て
公
共
み
有
に

&

す
る
も

0,

と
す
”

,

-

 

即

ち

以

上

の

往

復

文

書

に

據

れ

英

蘭

銀

'行
は

A
月
ゝ
；

「
日

を
B

て
、旣
に
法
.
定

制

限

外

紙
f

 

發
#

の
許
可
.
を
#

た
る
.
も
'
の
な
5

。八
月
，j

日
は
土
曜
日
に
，.し
-

て
、八
月

三

2
：

の
、■鈒
行
休
日
は
.
_

六
I

.

ま

で

延

長

せ

も

：れ
、隨
，て
八
肖
：七
.日
'

發
表
‘
の
.
英

蘭

乘

疗

報

に

枝

制

酿

：
外

，發

行

め

.事
實
を 

承
す
，に
至
ら
ざ
ザ
き

#

し
て
a

方
に
八

.月
六
' 

日
に
，'は

通

食

並
.
に
‘：銀
行
紙
幣
法
：公
布
.せ
ら
れ
同 

法

，
の

，
下

に
.
英
蘭
鈒
行
は
制

.
限
外
'
發
.行
の
認
可
を
得
た

\

此
.法
'
律
に
據

^

制
限
外

•
發
行
^

亦
英 

蘭
M

行
に
於
て
敢
て
之
を
利

.
用
せ
ざ
ぢ
し

>-

の

、
如
く
、今

旧
•*

で
^

解
せ
&
れ
た
る
が
昨
库 

十
二
月
九
；

1
!
首
相
ァ
：
.ヌ
キ
ス
氏
が
下
院

'
に
於
て

I

議
.員

0
質
_

に
答

(

へ
れ
.：る

所

に

據

れ

ば
71
:

 

月
七
'日
並
に
■同
八
日

^

於
て
、政
府
紙
幣
の
供
給
充
分

'
な
る
を
得
さ

^

f

u

#

め
«:
if
m

r

の

M 

糌
は
大
藏
省
や
要
求

に
基
き
、
a

貨
並
'に
銀
行
紙
幣

法
.

の

下
に
、銀
行
に
對
す
る
貸
付
に
使
用
せ 

ら
れ
、超

.過
發
行
の

*
高
額
三
莨
四
萬

三
千
磅
.

に
及
び
、八
、月

^

日
'
に
至
イ
て
、

平
生
の
，
狀
態
に
，復 

し
れ
る

.も
の
.
な
々
^

.

云ふ。',、
，

 

•
.
'パ
フ
'

.

へ

' 

:

.

-

以
上
の
事
實
に
對
し

.て
、吾

.輩
0

疑
惑
を
挾
ま

^

る

を

得

ざ

，
る

％

，
の
.
あ
る

ビ

共
に
、疑
惑
の
氷 

解
し
^

る
も
の
あ
り
。

^

〗

，、政

府

の

英

蘭

銀

行

に

對

す

る

制

限

外

發

行

の

許

可

は

恐

€_.に
臨
ん 

で
動
亂
す
る
人
心
を
：小
靜
に
歸
せ
し
む
る
の
目
的
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、英
聯
銀
行
が
.之
を 

實
行
し
て
效
カ
あ
る
ビ
共

‘に
、政
府
が
此

.許
，可
を
英
蘭
銀
行
に
與
へ
た
る

こ

ど

仝
公
表
し
'
”

 

め
'
' 

t

事
を
以

.
て
し
.
て
、简
ほ
和

#

の
效
粜
.を
生
す
る

こ
と
あ
b

。從
來
三
囘
の
條
例
停
止
；中
千
八 

旱

骀

(

四u

九)

い
躺
V

睨
免
換
刺
吹
の
f

と

货

,

,

-谘卿

號 

l
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第
四
淑

西
西
十
七
年
並
に
千
八

.

^

六
十
丄
ハ
：序

の
*

:

囘
'̂
:
.於
て
.：：は

停

；斗
 

に
.
.て
^

蘭

銀

：？

が 

停
-J
b

l

依

て

敢

て

斜

幣

，を

僧
;®

せ
^

'

3

.L

事
實

::
K

每
す

,

4'
'

、此
般

.
0

,

係
■を
窺
ふ
に
足
る
可 

•L
•
然
ら
ば
一
昨
年
八
月
一
日
政
府
は
英
蘭
銀
行

.に
對
し

rc

、條
例
停
止
を
承
認
し
な
が
ら
、何
故 

u

其
事
實
を

.

公
.
表
心
.

沈
、當
時
險
惡
の
；徵
%

呈
し
た
る
市

«

を
安
ん

^

し
め
ず
、
一
年
數
筒
ポ
の
. 

後
に
至
つ
て
，之
を
發

.
表
し
4

る
.
も
の
へ
せ

.

る
か
•
某
.眞
意
を
諒
解
す
る
に
苦
し

.
ま
ざ
る

.
を
得
，
而 

し
て
政
府
が
始
め
命
令
を
以
て

梭

に「通
貨
並

に
銀
行
紙
幣
法」

の
銳
定
を
以
て
、英
蘭
鈒
行
に

_

 

限

外

發

行

を

許

容

し

、同

M
行
亦
之
を
實
行
し
.お
る
^
拘
は
ら
ず
、其
事
實
の
廣
近
に
室
る
ま
で 

世
問
の
知
る
所

£

爲
ら

ざ

b
し
は
、鱗
竟

報

吿
の
形
式
に
不
備

-0

點
ぁ
る
に
基
く
■も
の
デ
す
可 

し
。蓋

し

千

八

百

四

十

四

年

の

鈒

行

修

例

は
.
同
年
十
月
十
'

日
以
.
後
英
蘭
並
に
ゥ

.

チ
1

ル
ス
に
於 

て
紙
幣
を
發
行
す
る
鈒
行
に
向
つ

‘

て
、同

十

九

日

以

後

每
週

或

る
一

日
印
紙
.稅
並
に
祖
稅
委
員 

會
‘

の

決

定

し

た

る
a

を
以
士
、前
土
曜
日
に
，終
る
.

:ー
週
：間
‘中

の

紙

幣

發

行

高

並

に
S

間
中
の 

:

牛
均
高
を
右
委
.
員
會
に
■提

出

す
る
.こ
ビ

を

命
C

た

れ

ど

も

、
一
：

方
：：

に

英

蘭

銀
行

が

同
委

員

會

に
. 

提
出
し
、且

.

つ'
委
鐵
會

.
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X

依
て
偷
敦

「

ガ
ゼ
ッ
、
I

發
表
せ
ら
る
、
同
銀
行
發

.
行
部
並
.に
營
業
部 

^

報
吿

に

就

，て
，は
、右
：委

員

會
0

指

索

勢

週

間

へ

中

办

或

；，

日

」
^

於

妙

、

計

律

を

以

て

'
萆

I

こ
i

s

し
、典
規
定
寒
.に
'
麻
て
、英
論
銀
行
：の
報
吿
ヒ
て
、

#

水
'

曜
日
の
：稞

«

.

の

發

，表

せ

ふ

る

，
、

を 

見
.

る
の
み
。
I

V
昨
年
英
蘭

.
銀
行

M
制
.
限
外
發
行
を
行
ひ
た
る
八
月
七

.
日
同
八
日
は

#

曜
日
#
に 

土
曜

日

に
ー
し
て
、次
週

©

月
，購
：日
に
至
.

て
、同

收

せ
&

れ
：.拉
る
が
爲
め
に
、

«

水
.
爾
.
日
0

現
針
を 

示
す
報
吿
に
於
て
、何
等
制
限
外

發

行
'
9 .
形

跡

を
示

さ

t
m
府
英
蘭
看
亦
其
事
實
を
後
表
せ 

ざ
I

し
を
以
て
、遂
じ
世
人
の
知
る
所
と
潙

&

ざり
しも
のな
る

-

日
の
現
計
を
以

.
て
.
し
. 

て
、1
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週
間
又
は
マ

筒

舟
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營

攀
驮
璐
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標
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す
る
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ざ
る
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來
銀
行

營
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間
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所
な
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英
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銀
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限
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行
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事
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の
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々
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瞭

.な

V

る
を
得

ft

ぅ
す
す
，

1

、阼
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七
月
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洲
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交
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の
風
雲
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な
る
や

'
英
蘭
銀
行
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七
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日
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；糊
引 
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合
を

S

分

ょ
&
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げ
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.
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り
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蘭
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行
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^
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融
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た
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囘
收
す
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爲
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金
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ぐ
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狀
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金
利
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し
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翁
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梵
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制
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四
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融
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益
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伴
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も
の
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.

き
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^
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^
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氏
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其
蓊
骜
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と
せ

.
ムA

丨
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に
於
て
、之

.を
解
輝
し

「

翁
行
條
例
停
非
の
止
む
を 

樽
ざ
る
の
狀
を
虽

^

か
や
、英
蘭
錐
行
は
政
府
に
照

#

し
て
'銀
行
修
例
停
业
の
命
令
の
發
せ
ら 

る

、
や

西

や

を

質
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3

た
^

R

、政
府
は
之
に
囘
答
す
る
扣
同
條
例
は
英
蘭
餵
行
が
割
引
步
普
を 

キ
割
に
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上
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だ
る
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合

‘
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外
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'
往
it

於
t

停
止
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た
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存
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ざ
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仗
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傳
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せ
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”
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事
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b
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^
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、施
て
の
目
的

5C

無
效
な

b

し
ば
論
を
俟
た
？

云
へ

i

f

 

a
n
d

 

l

i

l

a

a

s
t
r
e
e
t
,

 

p
p
.
:。
I
r
,
2
)

然
f

事
實
は
‘グ
年
ザ
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；
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.
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又
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英
國
の
國

.際

.貸
猎
の

：

均
衡
を

.得
る
狀
況
に
就
て
は
，

_

^

之
を
論
述
し
れ

b

。

(

本
誌
第
九
：卷
第 

十
■

ニ
號
歐
洲
戰
爭

V
J
:

國
際
貸
借
殊
に

'
英
来
雨
國
の
貸
借
關
：係
參
照

)

即
ち
英
國
は
梁
時
に

於

て
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年
々
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萬
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上
下
す
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入
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.
る
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。
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'

千
捣
砩
の
輸
入
超

'
過
を
決
濟
し
、1

億
磅
以
上
の

.
對
外
新
放
資
を
行
ひ
、尙
ほ
其
餘
れ
る
所
は
金 

銀
の
形
態
を
以
て
、輸
入
せ
ら
れ

1
斯
く
，て
英
蘭
銀
行
の
正
貨
準
備
を
充
實
す
る
を
得
る
こ
と
明
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甶
の
事
實
な
り
。然
る
に
歐
洲
開
戰
以

.來
贫
國
の
麼
入
超
過
額
は
異
常
の
程
度
に
上
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0
、千
九
西 

十
W

年
に
於
て

1

镡
七
千
百
七
十
莴
磅
を
、千
九
瓦
汁
五
年
に
於
て
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全
年
を
通
じ
て
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1

七 

千
西
十
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八
千
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を
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に
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新
放
資
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期
間
に
於
て
、英
蘭
鈒
行 

の
金
貨
準
備
に

一

千
四
百
六
十
六
萬
七
千
磅
を
增
加
し
、此
外
に
政
府
紙
幣
の
準
備
金
と
し
て
，：
 

ニ
千
八
商
五
十
离
磅
を
割
與
し
た
る
は
、婴
す
ふ
ノ
に
其
間
英
萌
龈
行
が
四
千
七
百
十

一

莴

|

千 

碴
の
金
貨
を
拂
出

し
.た
る
に

對

し

て
、九
千
九
百

f
|

•十

ニ
'萬

#

の
金
：貴

を

受

入

れ

た

る

の
結
果 

と
す
可
ベ
、英

蘭

銀
行
の

金
貨
受

入
超

過

額

五:

千
ニ
百
十

萬
九
平
磅
は
對
じ
て
、金
貨
の
輸
出
藤 

過
M

、金
貨
準
備
の
增
加
額
、政
庇
紙
幣
の
準
備
金
に
充
で
ら
れ
た

.る

.
金
貨

0

合
訃
が
五
千
八
百 

七
十
六
萬

3

市
勝
'

に
t
 

i

間

；に
，六

苗

六

十

五

萬

四

^

跨
®

差
®

の
*

'

す
な
：は
、難
が
.內
地
流
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停

止

と
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通

の

金

货

の

囘

收

ぜ

ら

れ

.位

る

も

の

と

認

む

贺

き

か
«

の

如

く

解

釋

す

る
i
 

_

は

昨

於
^

1

 

英
_

大
«

•

潘

が

爾
«

»

其
他
現
：金
：̂

支
挪
.
を

掌

る

官

衙
'
に

时
o

.

'

Ttf
.

«
0;

使
用
を
節
約
し
て
、、
 

紙
幣
を
俾
用
す
る
こ
と
を
令
遨
し
、同
時
に
公
衆
に
對
し
て
.郵
便
局
銀
行
等
に
向
つ
て
金
貨
の 

支

怫

爲

じ

、ホ

切

手

の

支

挪

は

紙

，

を

以

で
i

他
®

銀
：等
の
支
挪
に
も
紙
幣
を
使
用
す
る 

こ 

<

を

勸

吿

し

作

る

は-—
.、
磅

並

に

半

磅

の

政

府

紙

'
幣

發

行
ム

共

に
'
金

貨

を

英

蘭

銀

行

に

览

焉
 

す

る

に
.

^

'

*を

奏
‘
し
^

る

も

の

と

せ

ざ

る
-
可

か

；ら̂

&

に

此
^

ょ

り

云

ふ

と

き

は

英

國

脅
^

 

刺

度
0

現

狀

安

ん

ず

可

き

も

の

ぁ

る

が

如

し

と

雖

も

--
'
.
方

に

一

铜

の

輸

入

超

過

は

五

億

磷

こ
 

近
づ
き

^

時
®

對
外
僮
權
收
入

.
ニ
億
五
千

.
九
百
萬
磙
は
戰
時
の
今
日
に
於
て
、減
少
し
た
る
の

. 

0
實
ぁ
.

る

を

以

て

.、對外
变
挪

0 '
方
法
を
確
實
に
し
、兌
換
制
度
の

s

i

を
鞏
固
な
ら
し
む
る
に 

は
、結
局
蓝
常
の
序
段
を
外
に
し
て
、他
に
求
む
る
：の：道
な
か

.

る
可
か
ら
ず

-
即
ち
昨
年
英
弗

W

國 

.
聯
合
し
て
、五

®

卵
の
' 

外
儇
金
紐
育
市
場
に
發
行
し
、然
も
其
條
伸
の
；不
利
に
し
て

^

ほ
米
»
資 

本
家
の
：
歡
迎
す
る
所

と

爲

ら

ず

、今

後
51

續
ぃ
て

®

債
を
行
ふ

0
:
.不「

可
能
な
る
事
情
ぁ
る
や
、呼 

尔
末
を
以
て
，對
米
放
資
の
囘
‘
收
を
針
畫
し
、所

.
謂
騰
券

0

動
貧
：に
着
,

せ
ん
へ
す

る
' 

も
.
の
な

」

る

W

く
、隨
て
英
國
兌
換
制
度

.
の
；將
來
は
此
證
券
動

.
鼻
の

實
行
ぜ
ら
，る

V

®

圍
に
繫
が

$'

も
の
i

:

英
國
は

.開
戰
の
當
初

.

ょ
4

聯
合
諸
國
'の

 

':爲
.め
■
に
財
政
同
盟
.
：の
盟
'
主
た
-
:る

.地

位

に

居

れ

も

も
 

•め
な
り
。殊
に
千
九
百
，十
五
年

'-
^

英
佛
露
三
國

'
の
財
政
當

.局
者
如
巴
里

.
に
食
合
し
七
、第

1

囘 

め
財
政
同
盟
會
議
令
開

い
て

以
來
、此

.

點
..

に
於
W

る
英
國

.
の
：地

位

林

確.實
_

承
.
認
せ
ら

.一れ、聯
合 

諸
國
が
外
國
に
對
し

て
、
♦

«
•»
の
債
務
を
決
濟
せ

ん

i
す
る

や
、其

資

金

，の

調

達

を

偷

敦

市

舉 

.

に
仰
.
ぐ
を
常
と
す
。現
に
_
戰
以
來
英
阈
が
聯
杏
諸
國
に
融
通
し
た
る
貨
出
金
は
今
日
に
室
る 

春

で

四

禮

一

一

，チ

五

西

萬

#

に
土
る
も
の
と
稱
せ

^

^

る
國
ょ
，
&

:

其
爹
.
.く
.
は
：聯

合

諸

國

の

英

國

希
. 

.
場
比
於
て
購
入
し
た
る
物
'資
の
代
傻
に
振
替
ベ

.ら
れ

f
tる
い
，も

_
の

ね

し，て
、®
出
高
た
相
當
す
る 

金
&

,

の
輸
出
す

.
る，
を
黎
せ
ず
も

•旣に然る

.

以

上

は

、英

國

被
.
，若

干

の

商

品

を

輸

出

；し

て

、
之 

.に
斜
す
る
.代

儅

、を

芷.貨

の

形

邋

ね
.
岡
收
す
'
る

雕
ft
'r
%

i

同
じ
く
、，

1
'

誇

に

_
.合
諸
國
が
中
立 

對
す
る
物
資
朧
入
の
代
金
を

，調
達
す
急
爲
め
に
、英
國
に
於
て
借
入
れ
た

I

も
の
に
就
て 

は
、卓
晚

^

立

國

：に

依

て

英

國
0

,金
®

を
；取

付

神
&

る〜

こV

を
慈
_

:れ
.：

ざ
；る
.可
し
獎
：國
'
は
^

.
 

¥

阀

財

政

同

盥

龠

於

:»

る

決

議

め

1

_

箇
倐

i 
a
 

.
て
»

谷
諸
國
中
央

.
銀
行
の
間
に
佥

«

準
 

備
を
舰
通
す
る
の

_

を
決
定
し
、又
露
怫
兩
國
の
中
.*銀
行
を
し
て
或
る
商
の
金
货
を
偷
敦
ば

(

叫
三
七)

m

.說 

I
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現

送

せ

:l
yめ
rc
>£

は

對

ム

て

爾

國

.0
'大
藏
春
證：

券
：金

偷

敦

巧

於
^

用

受

け

打

る

‘の
例
な
き
に 

非
ず
义
雖
も
、寒

國

0
換
制
度
を
擁
證
す
：

0

:

點
に
於
て

.
、是
等

-0

政
策
雄
果

^

て
能
ぐ
資
す
る

' 

毛
：の
犬
な
る

S

ベ
，
きや

：：

否

や

遽

蘭

銀

行

衫

比

較

す

る
i
き
は
、鄭

蘭

西

飯

行

は

四
'
音

の

金
i

 

準
«1

を
»

西

-S
1

銀
行
，は

三

倍

の

金
«

準
#

を

有

す

る
^
 

0
も
、紙
幣
'發

行

高

金

取

つ

て

比

較

す 

る
：と
き
は
、怫

蘭

西

雜

行

拟

英
.
離
銀
.
行

の

八

倍

钱

露

西

避

銀

行

は

：英
.
蘭
«

行

;0
.
:七
倍
に
當
れ
ぅ
。
. 

然

ら

ば

怫

露

兩

國

は
'^

令
ひ
：兌
.
換「

制

度

を

停
±

せ
‘
6

と
雕
も
、英
國
の
，爲
め
に
、金

貨

準

®

の
成 

損

を

許

す

の

，
程

，
度

太

な

' 

K

Vと
す
る
，能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、現

.

：̂
兩
國
が
英
國
に
現
^
し
た
る 

金
貨
に
就
て
云

'

ふ
も
、露
侧
は
八
千
萬
ル
ー
ブ
ル
を
、佛

*

酉
は
五
億
法
を
數
ふ
る

^

み
に
し
て
、
 

贫
國
か
へ
兩
國

「

の
爲
め
に
與
へ
た
る
信
用
に
比
較
し

X
寡
小
な
る
は
，論
を
俟
た
す
。英
國
が
聯
合 

諸
國
の
爲

声

に
財
政
上
の
盟
主

^

る
は
戰
後
に
於
て
、英
國
を
し
て
對
外
債
權
を
曾
進
す
る
也 

位
に

-®

ら
し
IT
.
る
所

;B

セ
る
可
し
と

»

も
、戰
時
に
於

.

て
は
英
國

0

#

政
的
能

:*

を
»
迫
す
る 

所
以
た

，^

を
失
は

^

況
ん
や
英
國
が
對
米
僙
權
を
囘
收
し
ば
、一

.
’
方
に
交
戦
諸
國
に
對
し
て
、新 

に
債
«

處

び

る
が
如
き
、將

•:
*

價
都
の

*

潰
す
可
き

':
»

產
を
樂
て

i

低
落
す
可
き
資
產
を 

求
：ひ
る
の
嫌
な
き
を

#

ざ
，る
'

に
於
て
を
ゃ
。

S

大

睦

顧

訇
,1
-
於

け

る

不

換

：紙

幣1の

增

發

- 

. 

■. 

/

歐

洲

大

陳
0

.
衮
戰
職
國
，.申

燠

伊

南

國

の

如

き

は

始
<
 

措
'
'き
、怫
露
、«

®

如
•
き
掩
生
兌
換
制
、度

4

 

雜
持
し
、其
機
講
衫
就
で
、努

力

し
^

る
も
の
な
乡
に
插
は
ら

♦

、一
昨
年
の
福
戰
鄲
に

.■際
し
、其
其
前
M
 

れ
も
一
#

換
ー
の
：停
it

を
。«

行「

し
.
た
る
こ

.
‘

旣

^
論
述
.
し
^

.

る
所
な

A
y
o
w
ち
鄉
蘭
西
銀
行
並

」
に

0 

西
，
5g

0
,行
' 

ゆ

1

.
昨
.
年
八
月
五
日

.

を
以
て

^

換
を
.
停
Jh

し
、獨
逸
帝

_

銀
行
は
同
七
月
ー
ー
一
十
日
|>
1
 

來
：
JH

貨

舜

換

を

片

止

：し

、
八

：月

；：

四
'

日

の

法

：
#

を
以
' 

て
、其

追

：認.
を
得
' 

る
4

雜
に
、兌

換

義

務

を

觅

J

 

せ
•

&

-れ
■

た

斯

く

是

等

Q

中
：央
：銀

行

が

早

く

兌

換

制
.度
を
停

it
.

し
^
る
一
の
目
的
は
金
貨
進 

儆
の
擁
議
に
存
す
る
こ

v

■.
論

.?
?

俟
た
す
。然
も
金
貨
準
備

®

擁
護
を

‘
目
的
と
し
て
、兌
換
制
度
か 

停

.1
1
:

「

す
る
.

以
上
は
、其

.
«

面
に

紙

幣

の
翁
發
の
行
は
る

^1
:&

こ
.$
を
豫
定
し
た
る
の
事
實
存
す 

る

も

.の
i

M

め
ざ
る」

可
か
ら
す
。籥
し
'
紙
幣
.

の
.：»
.

發
サ
&

れ
ざ
る
以
上
：

‘は
/

假
べp

ひ
.
兌
換
制
度

^
 

繼
：續
す
る
も
‘、#

に
： .

余

貨

.i
v

對
す
；る

取

.#

の
恐
る
可
き
も

.0
^

き
の
道

®

な
る
を
以
て
な
ぅ

,0g

 

1;
-
大
：陸
諸

.

.«
:
姑
中
‘

課

行

を

：し

；
て
_
戰
：時

.
財
政
#

し
く
喊
观
時
金

.
融
の
必
要

^

應
b

て
、
紙

幣

を
 

翁
發
せ
ふ
め

.
、
而

し
.
5

僧
發

s
 

i

貨
雜
備

：

S

L

て

取

.#
食
招
 

< 
.こ一
i

を
囘
避
す
る

.0 

.M
#

を
以
'

て
'
兌
換
制
腹
を

^

:

止
し
た

，
.

c
v

 

i

す
れ
ば
、
*

換
制
度

.
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停
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時
に
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は
淇
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•-

七
於
て
、紙
幣

Q

增
發
に

■
便
な
ら
し
む
る
規
定

'’を
設
け
、又
事
實
：紙
幣
を
：增
.發
し
ヴ
>ぁ
る
の
事

實
は
怪
む
に

.
足
ら
ず
。即

%

獨
逸
.
が
帝
國
磁

#

:

の
制
限
外
發
行
に
對
す
る

'
課
稅
を

®

ダ
し
#
證

. 

»
. 

. 

•

準
備

0

_

的
物
を
鑛
張
し
、貸
付
擔
保
品
の
資
格
制
限
を
寬
大
に
し

^

'

る
が
如
き
、佛
蘭
西
が
開 

戰
當
時
六
十
八
億
法
を
以
て
制
限

ビ

し
れ
る
佛
蘭
西
銀
行
の
紙
幣
被
行
制
限
額
を
搬
張
し
、千 

九
百
十
四
年
八
月
之
：を
百
二
十
億
法
に
、千
九
哲
十
五
年
五
月
之
を
首
五
十
偉
法
に
至
ら
し
め 

た
る
が
如
き
、露
西

®

が
始
め
露

.
西
®

銀
行
の
紙
幣
發
行
高
六
億
ゲ
ー
ブ
ル
以
卞
な
る

i

き
は
、

ノ

其
半
額
を
正
貨
準
備
ミ
し
、六
億
ル

f
,
フ
ル
を

ff
i

-m

す
る
紙
幣
の

.發
行
に
對
し
て
、同
額
の
正
貨

を
準
備
に
充
て
し
む
る
の
制
度
な
々
し
を
千
九

.百
十
四
年
七
月
二
十
三
日
の
改
正
を
以
て
、正

貨
準
備
に

•
據
&

5»

る
發
行
高
；に
十
一
一
億
ル
I

ブ
ル
を
加
重
し
て
、ナ

五
«

ル
ー
ブ
ル
ふ
し
、更
に

千

九

、
百

十

五

年

三

月

十

億

T

ブ
ル
を
加
重
し
た
る
が
如
き

#

國

が

紙

幣

：の
增
發
を
助
成
す

る
.
法
制
を
設
け
た
る
適
例
と
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